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休眠預金活用事業「能登の復興まちづくりおよび生業復興支援事業」 

「アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興」リーディング・プロジェクト 

実施アイデアを募集します！ 

～「アテ林業」の持続化・「能登ヒバ」の高付加価値化・能登の関係人口の創出に向けて～ 

 

１ 趣 旨 

 (公社)石川県木材産業振興協会・能登森林組合は、「アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興プラ

ットフォーム」（以下、「プラットフォーム」という。）を創設して、奥能登地域の事業者と異業種のサプラ

イヤー等のサポーターとの新たな協働・協創を通して、「アテ林業」の持続化・「能登ヒバ」の高付加価値化・

能登の関係人口の創出等を促進することとしています。 

この度、プラットフォーム事務局では、「アテ林業」の持続化や「能登ヒバ」の高付加価値化に寄与する新

たな製品・技術開発や商流・マーケティング手法等の開発、能登の関係人口の創出に寄与する新たなイノベー

ティブな活動の「モデル手法」を創出するため、休眠預金活用事業「能登の復興まちづくりおよび生業復興支

援事業」を活用して、複数の奥能登地域事業者やサポーターが協働・共創して行うリーディング・プロジェク

トを開始することにしました。（休眠預金活用事業の概要はコチラをご覧ください） 

そこで、多くのサポーターの皆さまからのリーディング・プロジェクトの実施アイデアのご提案をお待ちし

ております。 

 

２ 募集するリーディング・プロジェクトの実施アイデア 

「アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興ビジョン」を鑑みつつ、「アテ林業」の持続化や「能登

ヒバ」の高付加価値化、能登の関係人口の創出に向けて、以下の５つの視点の「モデル手法等」の開発に寄与

するリーディング・プロジェクトの実施アイデアを募集します。 

創出するモデル手法 想定される取組（イメージ） 

① 小径木・中目木の高付

加価値化に資する製品

開発・技術開発 

抗菌性や香りとともに、節や捻じれなどを有する「能登ヒバ」の材質特性を”個性”

として活かすデザインや技術開発・製品開発を通して、小径木・中目木等の低質

材の「能登ヒバ」の高付加価値化を図り、山元還元により「アテ林業」の持続化

に資する取組 

② コト消費に対応した関

係人口創出に寄与する

マーケティング手法の

開発 

アテ林業が有する歴史・文化、作り手のワザや想い、能登復興支援等の「物語性

（ストーリー性）」を紹介したり、清涼で神秘的なアテ林や産地の作り手を訪問

する産地ツアー等を行ったりしながら、共感価値を創出し、能登の関係人口の創

出にも寄与するマーケティング手法を開発する取組 

③ 森林所有者への利益還

元を促進する造材・流

通手法の開発 

小径木等の低質材を高付加価値の用途に対応させる造材や、用途に合わせて製材

歩留まり率を改善する造材、用途に対応させた造材とサプライヤー等への直販、

SDGsや能登復興支援の観点から再造林・育林経費を商品価格に内部化するなど、

森林所有者への利益還元を促進して、再造林・森林整備意欲を高める造材・流通

手法を開発する取組 

④ 森林体験型サービスに

よる「アテ林業・能登

ヒバ」の魅力向上手法

の開発 

癒し効果の高いアテ林・能登ヒバの特性を活かした森林浴等のヘルスツーリズム、

森林体験で採取した枝葉のアロマ蒸留体験、子育て世代の移住促進も視野に入れ

た週末型森のようちえんなど、「森林サービス産業」の創出と一体となった森林

体験型サービスによる「アテ林業・能登ヒバ」の魅力向上手法の開発等に資する

取組 

https://drive.google.com/file/d/1ylxcedeP5b1DYHh8SfgINSTvAA2DawD2/view?usp=sharing
https://ate-net.jp/wp-content/uploads/2025/02/%E3%82%A2%E3%83%86%E6%9E%97%E6%A5%AD%E8%83%BD%E7%99%BB%E3%83%92%E3%83%90%E3%82%92%E6%B4%BB%E3%81%8B%E3%81%97%E3%81%9F%E8%83%BD%E7%99%BB%E3%81%AE%E5%89%B5%E9%80%A0%E7%9A%84%E5%BE%A9%E8%88%88%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3.pdf
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⑤ 「能登ヒバ」のトータ

ルの空間体験による魅

力向上手法の開発 

多様な製品を有する事業者が連携・協働して、生活シーンに合わせて、多様な製

品を複数配置して「能登ヒバで彩る暮らし」を体感できるようなモデルルーム等

を設定して、「能登ヒバ」のトータルの空間体験を通した魅力向上手法の開発等

に資する取組 

 

３ リーディング・プロジェクトの実施タイプ 

・ 実施するリーディング・プロジェクトは、以下の２つのタイプに選定します。 

・ リーディング・プロジェクトは、奥能登地域の事業者やサポーター等と事務局と協働・共創で行う取組

（以下、「協働・共創取組」という。）とし、事務局では予算の範囲内で、必要となる実施経費の負担

やアドバイザーの派遣等を行います。 

実施タイプ 協働・共創取組の内容 経費負担・支援内容等 

〈タイプ１〉 

複合型プロジェクト 

（３～５件程度） 

複数の事業者等との連携や、複数のテー

マ・モデル手法の創出等に寄与するよう

な、相乗効果・波及効果が高い取組を生み

出すために必要となる経費を負担します。 

150 万円を上限に経費負担すると

ともに、必要に応じてアドバイザー

を派遣します。 

（平均90万円。総額450万円） 

〈タイプ２〉 

個別型プロジェクト 

（３～５件程度） 

応募者が主体的・個別的に取り組むプロジ

ェクトで、特色あるプロジェクトに対して

必要となるアドバイザーによる指導・助言

や新規開発に必要な経費を負担します。 

20 万円を上限に経費負担するとと

もに、必要に応じてアドバイザーを

派遣します。 

（平均10万円。総額50万円） 

 

４ 提案団体の要件 

以下の①～③の要件に全てに当てはまる組織を、本事業の提案団体とします。 

① 奥能登地域の事業者、或いは奥能登地域の事業者と連携・協働した取組を実施する予定の「アテ林

業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興サポーター」への登録組織であること（提案締切までに登

録していれば可） 

② 「２ 募集するリーディング・プロジェクトの実施アイデア」の＜創出するモデル手法等＞を着実に

開発できる体制があること 

③ 中長期的な視点で「アテ林業」の持続化、「能登ヒバ」の高付加価値化、能登の関係人口の創出に取

り組む予定があること 

 

５ 選定方法等 

・ 提案された「リーディング・プロジェクト」の実施アイデアは、奥能登地域事業者等との協働・共創の

可能性や、他の提案との連携・協働による波及効果を考慮して、有識者により構成される審査委員会に

よる審査を経て、リーディング・プロジェクトとして選定します。 

・ なお、審査委員会による審査に先立って、事務局による「オンラインヒヤリング」を行います。 

・ 提案団体には、概ね1週間前までに日時について通知しますので、主たる提案担当者は、予め以下の日程

は日程調整できるようにご準備ください。 

【日時】2025年８月５日（火） 9:30～17:00のうち、30分程度（該当者に通知） 

【場所】オンライン会議システム「ZOOM」 

【内容】（1）提案団体から「実施アイデア」についてご説明（提案書の他、PPT等を使用して説明） 

    （2）事務局からの質疑応答 
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・ 有識者による審査委員会による審査を経て、リーディング・プロジェクトを選定しますが、類似した提案

がある場合や、複数の提案が連携・協働して実施した方が有効な場合は、複数の提案を一体的に実施する

ことも想定されますので、予めご了承ください。 

 

６ リーディング・プロジェクトの協働・共創取組の内容 

（１）「マッチング交流会」の開催（現地開催。オンライン併用） 

・奥能登地域の事業者や「能登ヒバサポーター」等とのマッチングや、アドバイザーによる助言、プロジェ

クト提案者間の連携・協働による相乗効果を高めるための「マッチング交流会」を行います。（８月22日

(金)に金沢駅周辺で開催） 

（２）「実施プラン策定 現地検討会議」の開催（現地開催。オンライン併用） 

・奥能登地域の森林・林業・木材産業の実情を鑑みつつ、奥能登地域の事業者等と緊密に協働・共創したプ

ロジェクトにできるように、具体的な「実施プラン」策定のための現地検討会議を開催します。 

・提案内容に合わせて、必要に応じて現地関係者と調整しますので、提案団体の担当者は、必ず現地でご参

加下さい。（連携・協働予定組織は、オンラインでも構いません。８月23日(土)に現地で開催） 

（３）協働・共創取組の実施（経費負担） 

・より洗練されて波及効果が高いモデル手法の開発となるように、必要な経費を負担します。 

（委託費として支出する予定です） 

（４）アドバイザーによるアドバイス・サポート 

・提案団体が望み、事務局が必要と判断した場合は、有識者のアドバイザーが、各プロジェクトの円滑かつ

効果的な事業実施に向けて、アドバイス・サポートを行います。 

 

７ 協働・共創取組の実施期間 

2025年９月上旬（予定）から令和８年２月15日まで 

 

８ 提案方法 

（１）事前登録・提案書類の送付方法 

［①事前登録］「オンラインヒヤリング」の時間を、先行してご連絡できるように、以下の「事前登録フォ

ーム」から事前登録を行って下さい。（事前登録が無い団体は、提案書の提出はできません） 

〈事前登録フォーム〉https://forms.gle/LLwVQXjuuQz7HQTu6 

［➁提案提出］「提案書（様式）」を、プラットフォーム事務局の(公社)石川県木材産業振興協会にE-mail

で送付してください。（宛先：ate-net@kenmoku-ishikawa.jp） 

（２）事前登録・提案書の提出締切 

［①事前登録］2025年７月18日（金） 17時 

［➁提案提出］2025年７年８月１日（金） 17時 

 

９ 事業スケジュール（一部予定） 

2025年７月18日（金）  提案登録 締切（17時） 

７月23日（水）  「オンラインヒヤリング」事前案内送付（予定） 

７月25～26日（土～日） 

  《関連行事》奥能登の林業・木材産業・漆器産業視察＆交流会 

https://forms.gle/LLwVQXjuuQz7HQTu6
https://drive.google.com/file/d/1aghIMmTgIYOxGw8Wjd-eFK_Ll5qf7Z7Z/view?usp=drive_link
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８月１日（金）   提案提出 締切（17時） 

８月５日（火）   「オンラインヒヤリング」の開催（各団体30分） 

８月中旬   「リーディング・プロジェクト」の決定・通知 

 ８月22日（金） 「マッチング交流会」の開催（石川県金沢市） 

 ８月23日（土） 「実施プラン策定 現地検討会議」の開催（石川県輪島市ほか） 

９月上旬～    「リーディング・プロジェクト」の協働・共創取組の実施 

（「モデル手法」の開発） 

2026年２月15日   協働・共創取組の終了、経費の支援がある場合は報告書類の提出 

２月17～20日  「国際ホテル・レストランショー」での公表（調整中） 

（プロジェクトの内容によって、公表の方法は調整します） 

 

10 提案書の提出先 及び お問合せ先 

以下メールアドレス宛てに、様式および関連資料を送付して下さい。 

【宛先】公益社団法人石川県木材産業振興協会 

【メールアドレス】ate-net@kenmoku-ishikawa.jp 

【件名】［ATE-NETアイデア提案］（組織名） 
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（様式） 

「アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興」リーディング・プロジェクト 

提 案 書 

 
アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興プラットフォーム事務局 

公益社団法人石川県木材産業振興協会 宛 

（団 体 名）                       

（代表者名）（役職名・氏名）               

提案するアイデア名  

連携・協働予定組織 

（※１） 

 

 

実施タイプ 

（いずれかを☑して下さい） 

□ （タイプ１）複合型プロジェクト 

□ （タイプ２）個別型プロジェクト 

創出するモデル手法 

（いずれかを☑して下さい） 

□①小径木・中目木の高付加価値化に資する製品開発・技術開発 

□②コト消費に対応した関係人口創出に寄与するマーケティング手法の開発 

□③森林所有者への利益還元を促進する造材・流通手法の開発 

□④森林体験型サービスによる「アテ林業・能登ヒバ」の魅力向上手法の開発 

□⑤「能登ヒバ」のトータルの空間体験による魅力向上手法の開発 

考慮するアテ林業・能登

ヒバを活かした能登の創

造的復興ビジョン 

（いずれかを☑して下さい） 

□①伝統を学び、引き継ぐ 

□②木の「個性」や「物語」を活かしたリ・ブランディング 

□③「森づくり」と「木づかい」の循環を生み出す 

□④能登に関わる「人の環（わ）」を拡げる 

□⑤地域に寄り添い、継続的に関わる 

提案するモデル手法等の

目的・概要・特徴 

（※２） 

 

活用する森林・施設や資

源等の概況（※３） 
 

開発するモデル手法等の

販路・誘客ルート・RR

方法等（※４） 

 

提案の実施に際して 

支援を希望する経費 
（※５） 

 

提案の実施に際した 

連携・協働希望組織・希

望するアドバイザー 

 

（※１）現段階で構想している連携・協働事業者を記して下さい。なお、リーディング・プロジェクトの実施段階では、奥能登地域の事業者と連携・協

働することが要件となります。 

（※２）新たな開発するモデル手法等の具体的な実施内容や、想定する市場・ターゲット等を見据えた上での新規性やモデル性等について、できるだけ

具体的に記入して下さい。詳細について、別途関連資料がある場合は「添付資料」として添付するか、詳細が記載されたURLを記して下さい。 
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（※３）本提案の実施に際して、活用する森林・工場・施設や資源等があれば、概要を記してください。詳細について、別途関連資料がある場合は、「添

付資料」として添付するか、詳細が記載されたURLを記して下さい。 

（※４）本提案で開発したモデル手法等を社会実装した際の販路や誘客ルート・PR方法等について、具体的に記載して下さい。 

（※５）諸謝金、臨時雇賃金、旅費交通費、借損料、資材費・加工費、調査研究費、広告宣伝費、印刷製本費、通信運搬費、雑費の項目に分けて、概算

の経費を記載して下さい。 

また、実施タイプが「複合型プロジェクト」の場合は30～150万円（平均額90万円）、「個別型プロジェクト」の場合は20万円（平均額10

万円）を目安に記載して下さい。 

 

〈提案の担当者情報〉 

組織名  

所属部署・役職  

担当者名  

住所 
〒 

 

電話番号  

E-mail  

 


